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TEPIA外観

「今年のロボット」大賞2006

The Robot Award 2006

経済産業省、社団法人日本機械工業連合会、独立行政法人中小企業基盤

整備機構、日本経済新聞社

財団法人機械産業記念事業財団、社団法人日本ロボット工業会、社団法人

日本ロボット学会、社団法人日本機械学会

「今年のロボット」大賞（経済産業大臣賞）・・・・・1件

優秀賞の中から、審査基準に基づいて最も優れたロボットに授与

「中小企業特別賞」・・・・・1件

優秀賞の中から、「中小企業ならではのロボット産業への新規参入を促進する先

駆性、または経済活力を生む独創性等」を有するロボット又はロボット部品に授与

「優秀賞」・・・・・10件

部門ごとに、審査基準に基づいてロボットを1～3件程度選出し、合計10件に

授与
※2006年は、審査委員会からの提案で「審査委員特別賞」1件を授与

平成18年8月21日（月）～9月29日（金）

平成17年9月1日から平成18年8月31日の期間に日本国内で活躍したロボット。

中小企業・ベンチャー部門は、部品も対象とした。

サービスロボット部門／産業用ロボット部門／公共・フロンティアロボット部門

／中小企業・ベンチャー部門

記念シンポジウム

受賞ロボット10件の展示会

平成18年6月23日(金) 　第一回推進委員会

平成18年7月26日(水) 　第二回推進委員会

平成18年8月21日(月) 　募集開始

平成18年9月29日(金) 　募集締切

平成18年12月1日(金) 　優秀賞の発表

平成18年12月21日(木) 　大賞、特別賞の発表、表彰式、レセプション

 15:50～18:00 　TEPIAエグジビションホールにて

平成18年12月21日(木) 　記念シンポジウム 

 14:00～16:00 　「ロボットが築く新たな市場と未来社会」

   　TEPIAホールにて(入場無料)

平成18年12月22日(金)～23日(土)

 10:00～16:00 　展示会

   　TEPIAエグジビションホールにて(入場無料)

平成19年1月30日(火) 　第三回推進委員会

名　称

主　催

協　力

表彰位

募集期間

募集対象

部　門

イベント

THE ROBOT AWARO 2006

プロジェクト概要

スケジュール
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ロボット技術（RT）は、我が国産業の強みである、情報技術、エレクトロニクス、

機械工学、素材技術といった幅広い要素技術を統合することで生み出され

る。我が国のロボット技術の優位性を活かしつつ、次世代ロボット産業を育成

することは、我が国の科学技術に更なる発展をもたらすだけでなく、その実用化

が進むことにより、急速な少子高齢化が引き起こす労働力不足の解消や、安

全・安心な社会の実現にも貢献すると期待されている。

このため、その年に活躍し、かつ、将来の市場創出への貢献度や期待度が高

いと考えられるロボットやロボット部品を表彰する制度「今年のロボット」大賞を

創設した。これにより、ロボット技術の開発と事業化を促進し、技術革新と用途

拡大を加速するとともに、社会に役立つロボットに対する国民の認知度を高

め、ロボットの需要を喚起することを目指していきたい。

本制度は、主催4者およびロボット産業関係者により構成される推進委員会

にて審査基準や部門、賞の種類など表彰制度のあり方などを検討・策定した。

そして、推進委員会で定められた基準に基づいて、公募し、審査委員会が表彰

対象の選定を行った。

【審査委員長】

三浦 宏文（工学院大学 学長）

【審査委員】

木崎 健太郎（「日経ものづくり」 編集長）

鈴木 一義（国立科学博物館 主任研究官）

関口 照生（写真家/株式会社アイ・バーグマン 代表取締役）

瀬名 秀明（作家/東北大学工学研究科 特任教授）

田中 里沙（「宣伝会議」 編集長）

中川 友紀子（株式会社アールティ 代表取締役）

比留川 博久（産業技術総合研究所 知能システム研究部門 副研究部門長）

向殿 政男（明治大学 理工学部長）

(敬称略・50音順)

シンボルマークは、「今年のロボット」大賞におけるロボットの定義である、「セン

サー、知能・制御系、駆動系の3つの技術要素を有する、知能化した機械シス

テム」を表現した。

「今年のロボット」大賞の創設

シンボルマーク

審査委員会
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募集対象となるのは、平成17年9月1日から平成18年8月31日の期間に、日

本国内で活躍したロボットおよび、それらを構成するロボット部品。

「ロボット」とは、「センサー、知能・制御系、駆動系の3つの技術要素を有する、

知能化した機械システム」と定義。「カーナビ」や「検索ロボット」は、駆動系を

有さないため、ロボットの定義から外れる一方、自動車や情報家電でも定義の

3要素を有するものは募集対象とした。

なお、中小企業・ベンチャー部門に限って、ロボット部品の応募も可能とした。

また、応募できる者は、ロボット等を自薦及び他薦できる個人または企業・団体

とし、グループでの応募も可能とした。

ただし、受賞者となることができるのは、ロボット等を開発した個人または企業、

団体とした。

[1]サービスロボット部門

オフィス、家庭、公共空間などで各種サービスを行うロボット

以下の例にあるような「製造業以外の現場で使用されることが想定されるロ

ボット」。（なお、[2]産業用ロボット部門及び[3]公共・フロンティアロボット部門

に属さないロボットは、この部門に該当する）

<例>　清掃ロボット、搬送ロボット、案内ロボット、警備ロボット、介護福祉ロ

ボット、医療用ロボット、建設ロボット、メンテナンスロボット、農業支援ロボット、

漁業支援ロボット、家事支援ロボット、育児ロボット、通訳ロボット、受付ロボット、

パートナーロボット、エンターテインメントロボット、ペットロボット、トイロボット、教

育用ロボット、など

[2]産業用ロボット部門

工場などの生産現場で製造の一部を担うロボット

以下の例にあるような「製造業の現場で使用されることが想定されるロボット」

<例>　溶接ロボット、電子部品実装ロボット、塗装ロボット、組立ロボット、工

場内搬送ロボット、検査ロボット、研磨ロボット、洗浄ロボット、など

[3]公共・フロンティアロボット部門

災害時の生存者探索、災害復旧、宇宙・深海調査など特殊な環境下で働く

ロボット

以下の例にあるような「災害現場などの危険な場所や宇宙・深海などの特殊

環境において、営利を目的とせずに使用することが想定されるロボット」

<例>　瓦礫内移動探査ロボット、瓦礫等除去ロボット、汚染環境作業ロボッ

ト、深海探査ロボット、宇宙探査ロボット、災害復旧無人化施工ロボット、その

他災害現場や宇宙・深海などの特殊環境で非営利に使用されるロボット

[4]中小企業・ベンチャー部門

中小企業・ベンチャーが開発・製造したロボット又はその一部を構成する部品。

募集対象

募集部門

THE ROBOT AWARO 2006

募集要項
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「今年のロボット」大賞の公式ウェブページから応募エントリーを行った後、応

募用紙をダウンロードし必要事項を記入。別途ロボットの動作が確認できる映

像等の資料も添付。

平成18年8月21日（月）～9月29日（金）

（1）応募用紙への記入事項

・ ロボット（部品）開発の背景・動機、目的、企画開発における苦労・工夫

・ ロボット（部品）の「社会的必要性」についての説明

・ ロボット（部品）の「ユーザーの視点に立った評価」についての説明

・ ロボット（部品）の「技術的先進性」についての説明

・ ロボット（部品）に関する特許・論文・受賞・報道

（2）ロボット（部品）の写真

（3）ロボットの動作が確認できる動画

（4）その他の資料

・企業パンフレット、紹介記事等

実社会において役に立つロボットやロボット技術を応援することを目的とした

ため、審査においては、第一に、ロボットの「市場創出への貢献度・期待度」を

「社会的必要性」と「ユーザーの視点に立った評価」の２つの視点から評価

し、第二に「技術的先進性」を評価した。

(1)社会的必要性

導入・販売の実績、メリットの大きさ、公益性、ニーズの強さ など

（2）ユーザーの視点に立った評価

利便性、実用性、経済性、デザイン性、維持コスト など

（3）技術的先進性

安全性、新規性、技術的安定性、動作環境の汎用性や操作性 など

審査においては、（1）～（3）を総合的に評価する場合や、（1）・（2）・（3）どれか

が特に優れているものを、選ぶ場合もあった。

有識者で構成される審査委員会による一次審査、二次審査による選考を経

て、受賞者の決定を行った。

（1）主催者と技術アドバイザーによる事前チェック

応募資格、記載内容等についてのチェック

（2）審査委員会による一次審査

書類と映像による審査　⇒　10件の「優秀賞」の選出

（3）技術小委員会による「優秀賞」受賞ロボットの技術的評価

必要に応じて現地調査を行った。

（4）審査委員会による二次審査

書類・映像及び「優秀賞」受賞者のプレゼンテーションによる審査　⇒ 　

「『今年のロボット』大賞」、「中小企業特別賞」、「審査委員特別賞」を決定

募集方法

募集期間

応募資料

審査基準

審査方法



6　　「今年のロボット」大賞２００６　報告書

農業、建設業、製造業、サービス業、教育、ホビー、災害対応に至る様々な分

野から、のべ152件の応募があった。この応募数の多さと分野の広さは、日本

のロボット産業・技術の裾野の広さを示しているものと考える。

サービスロボット部門: 62件

産業用ロボット部門: 23件

公共・フロンティアロボット部門: 15件

中小企業・ベンチャー部門: 52件

「今年のロボット」大賞2006では、10件を優秀賞として選び、その中から、大

賞(経済産業大臣賞)1件、中小企業特別賞1件、そして今回特別に、審査委

員特別賞1件を決定した。

表彰式は12月21日（木）、TEPIAエクジビションホールにて行われ、大賞には、

甘利明経済産業大臣より、トロフィーと表彰状が授与された。

応募総数

THE ROBOT AWARO 2006

受賞ロボット

「今年のロボット」大賞 （経済産業大臣賞）

ロボットによるビルの清掃システム
富士重工業株式会社、住友商事株式会社

中小企業特別賞

KHR-2HV
近藤科学株式会社

審査委員特別賞

食事支援ロボット「マイスプーン」
セコム株式会社

優秀賞
〔サービスロボット部門〕

アザラシ型メンタルコミットロボット 「パロ」
株式会社知能システム、独立行政法人産業技術総合研究所、マイクロジェニックス株式会社

〔産業用ロボット部門〕

人共生型上半身ロボット（DIA10）・腕ロボット（IA20）　MOTOMAN-DIA10/MOTOMAN-IA20
株式会社安川電機

人の能力を超えた高速高信頼性検査ロボット
株式会社デンソー

〔公共・フロンティアロボット部門〕

遠隔操縦用建設ロボット
国土交通省九州地方整備局九州技術事務所、株式会社フジタ

深海巡航探査機 「うらしま」
独立行政法人海洋研究開発機構

〔中小企業・ベンチャー部門〕

移動ロボット用の小型軽量な測域センサ URGシリーズ
北陽電機株式会社

はまで式全自動イカ釣り機
株式会社東和電機製作所

■受賞ロボット一覧

審査結果
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審査委員会の総評 「サービスロボット部門」では、清掃サービスのように、これまで人が行ってきた

作業において、サービス提供プロセスを分析した上で、その一部をロボットが代

替し、全体としてより効率的・効果的なサービスを提供するロボットが登場した。

また、介護福祉の分野でも、食事動作を補助するものや、人との触れ合いをも

つロボットなど、実際に人と共存するロボットが活躍し始めた。優れたロボットが

多数ひしめく中、本部門では、現実の生活環境の中で、ロボットがどのように役

に立っているのか、そして安全性がきちんと確保されているかどうかが、特に評

価のポイントとなった。

「産業用ロボット部門」では、製造現場などで活躍し、日本の産業を支えるロボッ

トが集まった。従来難しいとされていた目視検査や組立等の作業を代替する

ロボットなどが実用化されつつある。このように、製造分野でも、ロボット技術が

着実に進化していることが実感された。

「公共・フロンティアロボット部門」では、人の活動領域を越えて働くことで社会

に貢献するロボットが多く集まった。深海探査や危険の伴う災害復旧作業など

で活躍したロボットなど、人道的にも必要性が高いロボットが登場しつつある。

いずれのロボットも、今後の利用拡大が期待される。

「中小企業・ベンチャー部門」では、ユニークなアイディアと、それを支える確か

な技術が光るロボットが集まった。特に、独自の技術を活かし、顧客を明確にす

ることで事業化に成功している事例も多く、今後も中小企業・ベンチャーのロ

ボットビジネスへの参画が見込まれる。

全体として、今回惜しくも優秀賞に入らなかったロボットも含めて、技術的なレ

ベルの高さに加え、顧客の潜在的なニーズを探り、改良を重ね、コスト削減に

努め、かつ安全性を高めていくことで、粘り強く実用化を目指すケースが、数多

くみられた。今後も、このような実用化への取組みが継続されることにより、ロ

ボット産業がさらに発展し、よりゆたかな社会の実現に貢献していくことが期待

される。
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開発者等

富士重工業株式会社、住友商事株式会社

概要

エレベータを有する、主に高層ビルに用いられる自律式清掃ロボット及びその

ロボットによるエレベータ操作システム。ロボットがエレベータを操作して自ら複

数階を移動し、清掃作業を行う。作業後は自らスタート位置に戻る。本システム

は既に事業化しており、晴海トリトンスクエア、六本木ヒルズ等10棟近くの高

層ビルに導入されている。

THE ROBOT AWARO 2006

受賞ロボットの紹介　今年のロボット大賞

サービスロボット部門

ロボットによる
ビルの清掃システム

展示ブース

住友商事の開発メンバー富士重工業の開発メンバー

説明を聞く甘利大臣■ロボットの特長
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審査委員会講評

このロボットシステムは、ビルの清掃というロボット活用の新分野を開拓

したものである。清掃サービスの中で、人とロボットの最適な役割分担

を明確にした上で、ロボットの活用により、清掃コスト削減を提案すると

いう新たなビジネスモデルを構築したことが、高く評価された。また、夜間

清掃など、人の負担が大きな作業をサポートするシステムとして意義が

ある。

事業化の面では、長年に亘る着実な実証実験の積み重ねや安全性

の確保などに努め、コスト面も含めて事業化の壁を乗り越えてきた関係

者の御努力に深く敬意を表する。

実際に世の中の役に立つサービスロボットの先駆けとして、今年から本

格的に導入されており「今年のロボット」として最もふさわしいと評価さ

れた。今後も引き続き、ロボット市場の拡大への貢献を期待したい。

大賞トロフィー

自走デモ

センサー 内部説明

清掃ロボット

制御パネル

制御パネル

内部説明
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受賞ロボットの紹介　中小企業特別賞

開発者等

近藤科学株式会社

概要

組み立てやすさと高性能をハイレベルで融合させた二足歩行ロボット。パワー

を誇る可動軸を17カ所実装。USB接続が可能なため“教示機能”も活用でき

る。このような、ユーザーの夢を実現するための機能を充実させるとともに、ユー

ザーに身近な価格で提供し、市場創出に貢献するもの。

中小企業・ベンチャー部門

KHR-2HV

軽快な動きに驚く来場者

中小企業特別賞トロフィー甘利大臣と近藤社長

KHR-2HV■ロボットの特長
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審査委員会講評

2足歩行ロボットを、ユーザーにとって比較的に安価で提供することで、

新たな市場を開拓した。特に、青少年から高齢者に至る幅広い年齢層

の個人ユーザーの支持を獲得し、ロボットとユーザーとの距離を縮める

きっかけとなった点が、高く評価された。

また、機械技術や情報通信技術など幅広い技術の統合システムである

ロボットの特性を活かし、学校教育や企業での研修等において活用さ

れるなど、「教材」としてのロボットの評価を高めることに貢献した。

ニッチ市場においても採算性の高いビジネスモデルが構築可能な中

小企業の特性と、中小企業ならではのユニークなアイディアを活かした

点が、「中小企業特別賞」として評価された。

興味津々の子どもやファミリー

展示ブース デモンストレーションテーブル

部品群
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THE ROBOT AWARO 2006

受賞ロボットの紹介　審査委員特別賞

開発者等

セコム株式会社

概要

手の不自由な高齢者・障害者の食事の自立を支援するロボット。利用者のジョ

イスティック操作で、食事トレイの中の食物を口元まで運ぶ。通常のご飯や煮

物、サラダの他におかゆや豆腐など、様々なものが食べられる。利用者の症状

にあわせて、3種類のジョイスティックや操作モード(手動、半自動、自動)を選べ

る。日本国内のみならず、オランダなどヨーロッパでも販売している

サービスロボット部門

食事支援ロボット「マイスプーン」

甘利大臣とマイスプーン開発チーム

マイスプーン操作体験マイスプーン操作実演

来場者説明

■ロボットの特長
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審査委員会講評

「自分で好きなものを食べたい」、「家族、友人と一緒に食事をもっと楽

しみたい」など、生活の大きな楽しみの一つである食事について、ユー

ザーのニーズを満たす食事支援ロボットとして、国内外で高い評価を得

ている。

ユーザーのみならず、医師、作業療法士などの関係者と共同で開発さ

れ、安全性への配慮等も行い、ニーズに応える完成度を実現したと言

える。また、ユーザーが安価に購入できるよう、今年から助成金の活用

等を通じて、販売数を拡大している点も評価された。さらに、介護者側の

介護負担の軽減に貢献していると言える。

このように本ロボットは、社会的な意義が高い点が評価され、今回「審

査委員特別賞」の受賞となった。

マイスプーン操作実演

レバーとスプーン展示ブース

マイスプーン操作体験 小型テーブルにも置けるサイズ
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開発者等

株式会社知能システム、独立行政法人産業技術総合研究所、マイクロジェ

ニックス株式会社

概要

一般家庭でのペット代替や医療福祉施設におけるセラピーを目的とするロボッ

ト。全身を覆う面触覚センサなど多種多様なセンサ、静穏型アクチュエータに

よる滑らかな動作、自律行動、名前や行動の学習機能を有している。使用環

境や条件に対応した高い安全性、衛生性、利便性、耐久性を有しつつ、1体ず

つ手作りの高品質を持つ。これまでに国内で約800体が利用されている。今

後、海外に展開する予定。

THE ROBOT AWARO 2006

受賞ロボットの紹介　優秀賞

サービスロボット部門

アザラシ型
メンタルコミットロボット「パロ」

展示ブース

パロとのふれあい愛らしいパロの表情

開発者の柴田崇徳氏■ロボットの特長
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開発者等

株式会社安川電機

概要

2007年問題や少子高齢化による労働力不足の解消を狙いとする人間型産

業用ロボット。人手作業に頼ってきた製造工程の自動化を可能とし、ロボット化

による品質の安定等を目的とする。

　DIA10: 上半身同様の大きさと自由度を実現した15軸ロボット

　IA20　: ヒトの腕と同様の動作が可能な7軸ロボット

産業用ロボット部門

人共生型
上半身ロボット（DIA10）・
腕ロボット（IA20）
MOTOMAN-DIA10/MOTOMAN-IA20

来場者説明 DIA10

展示ブース

IA20の手■ロボットの特長
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開発者等

株式会社デンソー

概要

本ロボットは、動体視力という高度な視覚技術を有し、検査箇所毎に停止する

ことなく、経済性を兼ね備えた、高速で信頼性の高い検査の自動化を可能とす

る。産業用ロボットの品質保証分野での活用という新たな市場を創出するも

のである。

産業用ロボット部門

人の能力を超えた
高速高信頼性検査ロボット

展示ブース

来場者説明

高速検査の目■ロボットの特長
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開発者等

国土交通省九州地方整備局九州技術事務所、株式会社フジタ

概要

本ロボットは平成18年6月沖縄県中城村で発生した大規模な土砂災害現場

に導入され、二次災害の発生及び被害の拡大防止などに貢献した。自然災

害復旧で活躍する既存の無線操縦専用機械は特殊であり、台数も少なく大

型であるため、緊急時の機動性に課題があった。

こうした課題を早急に打開することを目的として開発された本ロボットは、運搬

が容易であり、現地にある汎用の建設機械に搭載することで無線操縦が可

能。一刻を争う災害復旧への早期対応を実現した。

公共・フロンティアロボット部門

遠隔操縦用建設ロボット

展示ブース

来場者説明可搬性の高いボディ

遠隔操縦ユニット■ロボットの特長



18　　「今年のロボット」大賞２００６　報告書

開発者等

独立行政法人海洋研究開発機構

概要

深海巡航探査機「うらしま」の開発には、過酷な環境である深海において、確

実に探査活動を実現するための、測位および動力源など独自の技術開発が

不可欠。このため、慣性航法と音響航法を融合して深海での長時間潜航を実

現し、また、エネルギー貯蔵には水素と酸素から発電する閉鎖式燃料電池の

使用を深海ロボットとして初めて実用化した。

公共・フロンティアロボット部門

深海巡航探査機「うらしま」

燃料電池ユニット

模型展示

展示ブース 甘利大臣説明

来場者説明■ロボットの特長
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開発者等

北陽電機株式会社

概要

サービスロボットや自動搬送ロボットなど、自律移動が可能なロボットの目となる

センサ。自律移動ロボットは周辺の環境を認識して自身の走行経路を見つけ、

人との衝突を回避する安全機能が求められる。測域センサは、ロボット周辺の

形状を計測可能なため、これらの解決に最も有用な環境認識センサの一つで

ある。URGシリーズは小型軽量化と低価格化を実現することで、実用的な自

律移動ロボットへの搭載を可能にした。

中小企業・ベンチャー部門

移動ロボット用の小型軽量な
測域センサ URGシリーズ

手に反応するセンサ

来場者説明小型なセンサユニット

センサを搭載したロボット・ビーゴ（筑波大学） 展示ブース■ロボットの特長
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開発者等

株式会社東和電機製作所

概要

漁業者からイカ釣り漁具の製作を依頼され、電気式自動イカ釣機の開発に着

手した。1971年に「はまで式全自動イカ釣り機」として販売され、4年後には年

間1万台を超すヒットとなった。その後も、漁業者の要望を聞きながら改良が重

ねられ、数多くのイカ釣機が製作された。その結果、「シャクリ」という漁業者の

熟練技術を数値化し、自動水深への応用が可能な負荷検知機能や漁探連

動機能等の自動制御を実現。

中小企業・ベンチャー部門

はまで式全自動イカ釣り機

模型で動作シミュレーションひし形ドラムと制御部

イカを釣りあげる針■ロボットの特長
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甘利明経済産業大臣の挨拶 大賞に輝いた富士重工業と住友商事

中小企業特別賞の近藤科学 KHR-2HVを操作する甘利大臣

清掃ロボットの説明をうける甘利大臣大賞のトロフィーをうけとる新井氏（住友商事）

審査委員特別賞のセコム マイスプーン開発チームと談笑する甘利大臣

「今年のロボット」大賞

中小企業特別賞

審査委員特別賞

優秀賞

THE ROBOT AWARO 2006

表彰式

10件のロボットに対して、それぞれの代表者へ表彰状が授与された
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記念シンポジウム

開催概要

満員のシンポジウム会場

テーマ　─────────────────────────────────────────────────────────────────────
ロボットが築く新たな市場と未来社会

日　時　─────────────────────────────────────────────────────────────────────
2006年12月21日（木）　14:00～16:00 （受付は12:30開始）

会　場　────────────────────────────────────────────────────────────────────
TEPIAホール（東京都港区北青山、TEPIA 4階）

受講者　────────────────────────────────────────────────────────────────────
ロボット開発者、ロボットビジネスへの参入を検討しているビジネスマン、自治体
関係者、ロボット研究者、一般の方々

参加費　────────────────────────────────────────────────────────────────────
無料

参加者　────────────────────────────────────────────────────────────────────
220名

プログラム　──────────────────────────────────────────────────────────────────
14:00 主催者挨拶
14:05 「今年のロボット」大賞 講評 
 三浦 宏文氏（「今年のロボット」大賞2006審査委員長／工学院大学学長）
14:15～14:50
 受賞者特別講演
 「受賞ロボット開発の経緯、今後の市場展開」
 石井純夫氏（セコム株式会社)
 近藤博俊氏（近藤科学株式会社）
 青山元氏（富士重工業株式会社）
 井上弘毅氏（住友商事株式会社）
14:50～
 パネルトーク
 [出演者] ※五十音順
 鈴木 一義氏（国立科学博物館 理工学研究部主任研究官）
 関口 照生氏（写真家/株式会社アイ・バーグマン 代表取締役）
 瀬名 秀明氏（作家/東北大学 特任教授）
 田中 里沙氏（「宣伝会議」編集長)
 中川 友紀子氏（株式会社アールティ 代表取締役）
 比留川 博久氏（産業技術総合研究所 知能システム研究部門 副研究部門長）
 向殿 政男氏（明治大学 理工学部長）
 ○進行役
 美濃地 研一氏(三菱UFJリサーチ&コンサルティング 政策研究事業
 本部大阪本部 研究開発第2部 主任研究員)
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要　旨

三浦委員長による審査講評細野哲弘氏挨拶（経済産業省）

特別講演・近藤博俊氏（近藤科学） 特別講演・井上弘毅氏（住友商事）特別講演・青山元氏（富士重工業）

特別講演・石井純夫氏（セコム）

【主催者挨拶】

主催者として、経済産業省製造産業局長の細野哲弘氏が挨拶した。日本のイ

ノベーションの中核を担うロボット分野に期待するとともに、生産現場だけでな

く、サービス分野などでも広く活躍することを願うとし、国の具体的な取り組みと

して「ロボットビジネス推進協議会」と「今年のロボット大賞」の2つの立ち上げ

を紹介した。ロボットが活躍するインフラの整備とロボット利用分野の拡大を多

くの人々に広く訴えていきたいと述べた。

【審査講評・特別講演】

そして、審査委員長の三浦宏文氏の審査講評に続き、各賞を受賞した開発者

から特別講演が行われた。各ロボットの開発経緯と今後のロボット分野の発

展へ向けた意気込みが述べられた。

セコム「マイスプーン」の開発者、石井純夫氏は、操作性、安全性、それを具体

化するシステムづくりの苦労を紹介するとともに、食事支援福祉機器助成事

業の導入により、4万円で購入できるようになったユーザーメリットを強調した。

近藤科学の近藤博俊氏は、10年前からロボット開発に参入した経緯を述

べ、技術とコストの敷居を下げる努力の連続だったこと、そして今回10万

円を切る価格で提供できたことを紹介した。さらに秋葉原に情報発信拠点

「ROBOSPOT」を開設し、ユーザーの拡大、スキルアップとともに、日本のも

のづくりに貢献したいと述べた。

富士重工業の青山元氏は、現在ロボット市場創出そのものが企業の目標であ

るとし、そのためには役に立つ=売れるロボット開発が必要であり、同時に受け

入れてくれるパートナーとの連携が重要だったことを述べた。また、その重要な

パートナーであった住友商事株式会社の井上弘毅氏は、気のあった青山氏と

の出会いにより、自分たちの持っている「汚れのコントロール」に関するノウハウ

をロボット清掃に十分に活かすことができ、さらに前進できたことを紹介した。

【パネルトーク】

次に、三菱UFJリサーチ&コンサルティングの美濃地研一氏の進行により、パ

ネルトークが行われ、様々な分野での本格的なロボット市場展開への期待とと

もにインフラ面、安全面など基本的な整備の必要性も議論された。
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関口照生氏

田中理沙氏

瀬名秀明氏

鈴木一義氏

【鈴木一義氏】

国立科学博物館の鈴木一義氏は、受賞ロボットの特徴として、マイスプーンの

「機械から食器へ」のように、いわゆる日常私たちが使っているもの「ロボット

化」があげられるとし、人とロボットの最適役割分担が重要だと述べた。日本人

は、機械に対して愛着をもつことができるが、それは長年使ってきた道具に対

する愛着と同じだという。ロボット化は「機械の道具化」であり、「自分たちの生

活、高度な仕事をするための変化」だとした。日本社会においては、「ロボット・

機械が私たちに合わせてくれるような変化」という広がりが期待されると語っ

た。

【瀬名秀明氏】

作家で東北大学特任教授の瀬名秀明氏は、今年のロボット大賞が、今年だ

けで終わるのではなく、安全で、人の役に立ちながら、これからも売れ続けるも

のに対して与えられる賞であるとし、小説や歌のように賞をとってからさらに活躍

が期待されるものだと述べた。また、人の役に立つロボットというのは、「人間と

役割分担できるロボットだ」と考えているという。突然何もかもやってくれるロボッ

トが現れるのではなく、実は「一歩一歩一緒にロボットと歩んでいく」というの

が、本当のロボットと人間の未来だろうと述べた。そして、ロボット産業の発展に

よって「自分たちのちょっと先に夢を感じ取れるような社会になっていくこと」が

一番いいことではないか、受賞ロボットはすべて、そのような可能性を見せてくれ

そうだと述べた。

【関口照生氏】

写真家で株式会社アイ・バーグマン 代表取締役の関口照生氏は、手塚治虫

さんのマンガに大きく影響をうけてきた世代とし、ロボットは人間よりすばらしい

もの、人間を超えたものだと少年期には思っていたと言う。しかし写真活動の

中で、世界中で自然を大事にしながら、自らの手足で働いて生きている人たち

を見ていると、「それほど高度なものが人間にとって必要なのか」という疑問が

おき、「やはり人間が主体であっていいのではないか」と思っているとした。 そし

て、「利便性を追求したロボットよりも人間にやさしいロボットが出てきてもいい

のではないか」とし、そのために、昔、国をあげて線路を敷き、電柱を立てたよう

に、「ロボットのためのインフラ整備を進めるために予算整備をしてほしい」と述

べた。 

【田中里沙氏】

「宣伝会議」編集長の田中里沙氏はまず、「役に立つものは、必ず売れるも

の」であり、そうならなければならないと述べた。「市場を作る時代」なので、お客

様の望んでいることを考えないとヒット商品は生まれない。そういう意味で、今

回の受賞ロボットは社会的必要性とユーザーのニーズに対して先進技術が

使われているものが選ばれているとした。さらに、サービスとプロダクトの境目を

うまく融合したところに新たな市場ができる傾向があると述べた。マーケティン

グの世界での、製品(Product)、価格(Price)、流通(Place) 、プロモーション

(Promotion)の4P概念を例に出し、「一方的な考えではなく、市場に出してから
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中川友紀子氏

向殿政男氏

美濃地研一氏

比留川博久氏

の軌道修正、様々な人の知恵を集結、改良改善のために情報発信などが重

要」とし、ロボット市場においては、もっと情報公開、情報発信の必要性があると

した。

【中川友紀子氏】

株式会社アールティ 代表取締役の中川友紀子氏は、ロボット業界は、20年

前のIT業界のようにまだ非常に若い時期であり、これからトイレのウォシュレット

のように「一度使ったら手放せない技術」としてロボットが非常に身近なところ

で家庭に入っていくといいなと考えているという。今ある技術を生かして20年

後のメイドインジャパン、もしくはパワードバイジャパンを守ることも考えなければ

ならないと語った。昨今の子どもたちはバーチャルな世界に非常に強く、例えば

ネジを回すだとか、リアルな部分で弱いという心配もあるが、若い方、年配の方

もロボットを意識し、作ることに興味を持ちはじめていることも事実だと述べた。

歴史を振り返ると、人間がすごいなと思える技術になるまでに時間がかかるが、

この賞をきっかけに、一人一人が一歩一歩、今後のものづくりというものに関

心を持ってもらいたいと述べた。 

【向殿政男氏】

 明治大学 理工学部長の向殿政男氏は、ロボットには、「安全、安心、信頼」

が何よりも大事であり、人の幸せのためのロボットが人を不幸にしてはいけな

い、と強調した。そのために、ロボット開発に携わる人々は、とにかく、前もってど

ういうことが起こりうるのかをじっくり予測し様々な手を打った製品をつくるため

に、リスクアセスメントをしっかりとやってほしいと述べた。サービスロボットで日本

が世界を制するなら「安全原理」が必須だと語った。

【比留川博久氏】

産業技術総合研究所の比留川博久氏は、ビジネスにおいては「当たり前」の

話が、研究開発の現場では、これまであまり検討されなかったことも多いと語っ

た。受賞ロボットのデンソーの検査ロボットなどは、検査ミスが全くなく、とても成

績がよい、清掃ロボットなどは、ロボットがサービスすべき部分の見極めや、その

ための技術開発力がすばらしい。ニーズ、安全、信頼など、サービスの「あたりま

え」を基本に、「人の役に立つロボット」への応用をしっかりと考えていく時代に

なりつつあると述べた。 また、今回の受賞ロボットの共通点として、それほど大

きく売れているわけではない、せいぜい年間十億円規模であるという点を挙げ、

「いまは大きな市場を狙ってはいけない」と述べた。 

【美濃地研一氏】

最後に、三菱UFJリサーチ&コンサルティングの美濃地研一氏は「小粒ではあ

るがピリリと辛いロボットが揃ってきている。これから大きな可能性を持ったロ

ボット、これをビジネスにしていくというのがこの会場におられる方々、我々の使

命であるかと思いますけれども、将来の大きな可能性に向かってぜひ皆様方と

頑張ってまいりたいと思います。」と結んだ。
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展示会

開催概要

会場構成

日　時　─────────────────────────────────────────────────────────────────────
2006年12月22日（金）～23日（土）　10:00～16:00

会　場　───────────────────────────────────
TEPIAエクジビションホール（東京都港区北青山、TEPIA 3階）

対　象　───────────────────────────────────
ロボットビジネス関係者、一般の方々など

入場料　───────────────────────────────────
無料

入場者　───────────────────────────────────
1,001名（12月21日の関係者内覧会を含む）

アザラシ型
メンタルコミットロボット 「パロ」

人共生型上半身ロボット（DIA10）
腕ロボット（IA20）

KHR-2HV

ロボットによるビルの清掃システム

表彰式会場

食事支援ロボット「マイスプーン」

遠隔操縦用
建設ロボット

深海巡航探査機 「うらしま」

移動ロボット用の小型軽量な
測域センサ URGシリーズ

はまで式全自動イカ釣り機

日本自転車振興会紹介コーナー

受　付

人の能力を超えた
高速高信頼性検査ロボット

「今年のロボット」大賞
概要説明
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会場風景
　■ 会場となったTEPIA

TEPIA外観 屋外サイン

日本自転車振興会紹介コーナー1Fエントランス

受付 会場入口

展示会場

４色そろったパロ

パロを抱いて喜ぶ子供たち

　■ TEPIA 3Ｆ エクシビションホール

　■ アザラシ型
　　 メンタルコミットロボット 「パロ」
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　■ 人の能力を超えた
　　 高速高信頼性検査ロボット

検査ロボットの目

人手作業に頼ってきた製造工程の自動化を可能にするロボットたち

サッカーボール蹴りや大回転のデモンストレーション

自動車用エアコンユニットの検査デモ

熱心に説明を読む来場者

子供たちやファミリーにも大人気

　■ 人共生型上半身ロボット（DIA10）・
　　 腕ロボット（IA20）

　■ KHR-2HV
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　■ ロボットによるビルの清掃システム

大賞に輝いた清掃ロボット

晴海トリトンスクエアや六本木ヒルズ等ですでに導入されている

実際に作業実演して説明

コンパクトに分解運搬し、汎用の建設機械にとりつけられる

レバーの操作体験でキャンデーつかみ

無線操縦用キット

　■ 食事支援ロボット「マイスプーン」

　■ 遠隔操縦用建設ロボット



30　　「今年のロボット」大賞２００６　報告書

　■ 深海巡航探査機 「うらしま」

深海調査のむずかしさを解説

小型軽量化・低価格化を実現

センサを搭載した各種ロボット

漁業者のノウハウがつまったロボット

年間平均2千台を販売し、国内外70％のシェアを占める

高水圧に耐える各ユニット模型

　■ 移動ロボット用の小型軽量な
　　 測域センサ URGシリーズ

　■ はまで式全自動イカ釣り機



「今年のロボット」大賞２００６　報告書　　31

THE ROBOT AWARO 2006

　■ 各ロボットを熱心にご覧になる
　　 甘利経済産業大臣

鈴木理事長（中小企業基盤整備機構）挨拶

取材陣に囲まれインタビューを受ける新井氏（住友商事）

三浦審査委員長による乾杯

　■ 受賞者を祝うレセプションを開催
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　■ 「今年のロボット」大賞概要パネル

THE ROBOT AWARO 2006

制作物
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1Ｆ入口 1Ｆエントランスホール

1Ｆエレベータ前 3Ｆエレベータ前

4Ｆプレス説明会会場案内サイン シンポジウム案内サイン

　■ 館内各種案内サイン

　■ 屋外サイン
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　■ 受付背景パネル

　■ 日本自転車振興会紹介コーナー

　■ 来場者ＩＤフォルダー

　■ 表彰式バックパネル
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競輪マークと補助事業表示

シンボルマークと

共通タイトル

各ロボットアイコンと名称

各ロボットの特徴を

アニメーションにより説明

実写映像によるロボット紹介

ロボットの開発者と写真

　■ 受賞ロボット展示紹介例 (全10ブース)

基本構成 (実機、展示台、解説パネル・映像)

解説映像 (布スクリーン)

■展示ロボットの映像紹介例（各受賞ロボット10件ごとに製作）

▼

解説パネル (バックライト式)

▼

▼

▼

▼
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　■ シンポジウムタイトル画面

映像スクリーンにタイトル表示

タイトル表示例

シンポジウムレジュメ(表) シンポジウムレジュメ(裏)

受賞通知 シンポジウム事前登録者への参加者証

　■ シンポジウムプログラム

　■ 案内書類
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表彰状(大賞)、中小企業特別賞、審査委員特別賞も同仕様 表彰状(優秀賞)

ゴールドの大賞トロフィー シルバーの中小企業特別賞トロフィー

案内状(二つ折り)、出欠返信はがき、タイムスケジュールと会場マップ案内、封筒

展示会の招待券

招待券、チラシの送付ご案内状

　■ 表彰状・トロフィー

　■ 表彰式・レセプション案内状

　■ 展示会案内状

<中村哲也氏の略歴>
1968年生まれ。東京藝術大学大学院美術研究科
漆芸専攻修了。93年より制作活動を開始、98年から
は、「速そうな形態」を制作し、年々視覚的に記録を更
新し進化し続けている「レプリカシリーズ」の展開をはじ
める。今にも超高速で走り出しそうな機体を本物のよう
につくり出し、エンジンなどの機動ユニットは搭載してい
ないのに「視覚的な」速さで、見る者に直感的な快感
を与える作品になっている。しかも造形から塗装まで全
て手作業で行われ、手の存在を感じさせないほど精緻
な仕上がりは、「速さ」「強さ」といった抽象的概念その
ものの表現となり、モノの持つ形と表面性と、それに喚
起される人間の感情との関係を提示している。

トロフィーの意匠は、古くは大陸から伝わり日本の伝統的
な権威の象徴として永い間用いられてきた「鳳凰」をモ
チーフとしている。
作者は、中村哲也氏である。
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広報・宣伝・報道

「今年のロボット」大賞公式ウェブサイト(トップページ) WEBによる応募エントリー

「今年のロボット」大賞創設、応募開始

日本経済新聞 (2006/8/11)

朝日新聞 (2006/8/11)

毎日新聞 (2006/8/11)
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新聞広告 (日経産業新聞2006/8/30、9/5)

Tech-On! (2006/8/11)

MSNニュース (2006/8/10)
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優秀賞発表

日本経済新聞 (2006/12/04)
日経産業新聞 (2006/12/04)

読売新聞・札幌 (2006/12/02)

Fuji Sankei Business i (2006/12/02)

朝日新聞 (2006/12/02)
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優秀賞の発表

RobotWatch (2006/12/04)
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朝日小学生新聞全5段広告 (2006/12/12、17)

ポスター、チラシ、広告

日本経済新聞（夕刊） 半5段広告 (2006/12/11、14)

ポスター(B2カラー)、チラシ表面共通(A4カラー) チラシ裏面(カラー)
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大賞発表

毎日新聞 (2006/12/22)

産経新聞 (2006/12/22)

朝日新聞 (2006/12/22)

読売新聞 (2006/12/22)

日本経済新聞 (2006/12/22)
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東京新聞 (2006/12/22) 毎日新聞 (2006/12/24)

日経ものづくり (2007/1)

福祉新聞 (2006/12/12)
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日経ものづくり広告 (2007/2)

BBC NEWS (2006/12/22) 日経パソコン (2006/12/22)
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主な取材一覧（順不同）

■テレビ

NHK　ニュース7 2006.12.21

TBS  イブニング・ファイブ 2006.12.21

テレビ東京　ワールドビジネスサテライト 2006.12.21

NHK BS 経済最前線 2006.12.21

TBS  みのもんたの朝ズバッ！ 2006.12.22

フジテレビ めざましテレビ 2006.12.22

テレビ東京 Newsモーニング・サテライト 2006.12.22

テレビ東京 朝はビタミン！ 2006.12.22

共同通信社 各地方局 2006.12.22

産経新聞社 産経ネットビュー 2006.12.22

ロシア国営テレビ ー

■新聞

朝日新聞 2006.12.02

読売新聞 2006.12.02

北海道新聞 2006.12.02

Fuji Sankei Business ｉ 2006.12.02

産経新聞 2006.12.04

日本経済新聞 2006.12.04

日経産業新聞 2006.12.04

日刊工業新聞 2006.12.04

化学工業日報 2006.12.04

日刊建設工業新聞 2006.12.04

北海道新聞 2006.12.08

日本経済新聞（夕刊） 2006.12.11

北海道新聞 2006.12.13

朝日新聞 2006.12.17

日本経済新聞 2006.12.18

毎日新聞 2006.12.18

日刊建設工業新聞 2006.12.18

朝日新聞 2006.12.22

産経新聞 2006.12.22

日本経済新聞 2006.12.22

日経産業新聞 2006.12.22

毎日新聞 2006.12.22

読売新聞 2006.12.22

河北新報 2006.12.22

中日新聞 2006.12.22

東京新聞 2006.12.22

西日本新聞 2006.12.22

秋田魁新報 2006.12.22

茨城新聞 2006.12.22

岩手日日新聞 2006.12.22

愛媛新聞 2006.12.22

大阪日日新聞 2006.12.22

媒　体 掲載・放映日 媒　体 掲載・放映日

沖縄タイムス 2006.12.22

神奈川新聞 2006.12.22

北日本新聞 2006.12.22

岐阜新聞 2006.12.22

京都新聞 2006.12.22

熊本日日新聞 2006.12.22

高知新聞 2006.12.22

神戸新聞 2006.12.22

埼玉新聞 2006.12.22

山陰中央新報 2006.12.22

山陽新聞 2006.12.22

四国新聞 2006.12.22

静岡新聞 2006.12.22

下野新聞 2006.12.22

上毛新聞 2006.12.22

常陽新聞 2006.12.22

中国新聞 2006.12.22

中部経済新聞 2006.12.22

東奥日報 2006.12.22

徳島新聞（夕刊） 2006.12.22

富山新聞 2006.12.22

長野日報 2006.12.22

南海日日新聞 2006.12.22

新潟日報（夕刊） 2006.12.22

日刊県民福井 2006.12.22

日本海新聞 2006.12.22

函館新聞 2006.12.22

福井新聞 2006.12.22

福島民報 2006.12.22

北国新聞 2006.12.22

南日本新聞 2006.12.22

宮崎日日新聞 2006.12.22

八重山毎日新聞 2006.12.22

山形新聞 2006.12.22

山梨日日新聞 2006.12.22

琉球新報 2006.12.22

Fuji Sankei Business ｉ 2006.12.22

SANKEI EXPRESS 2006.12.22

日刊工業新聞 2006.12.22

建設通信新聞 2006.12.22

電気新聞 2006.12.22

日刊建設工業新聞 2006.12.22

日刊工業新聞 2006.12.22

日刊自動車新聞 2006.12.22
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媒　体 掲載・放映日 媒　体 掲載・放映日

サンケイスポーツ 2006.12.22

スポーツニッポン 2006.12.22

道新スポーツ 2006.12.22

しんぶん赤旗 2006.12.22

聖教新聞 2006.12.22

島根日日新聞 2006.12.23

山口新聞 2006.12.23

Fuji Sankei Business ｉ 2006.12.23

毎日新聞 2006.12.24

Fuji Sankei Business ｉ 2006.12.24

茨城新聞 2006.12.25

家電流通新聞 2006.12.25

日刊建設産業新聞 2006.12.25

陸奥新報 2006.12.26

山梨日日新聞 2006.12.26

日刊水産経済新聞 2006.12.26

建設新聞東京 2006.12.28

日刊県民福井 2007.01.01

福井新聞 2007.01.01

溶接ニュース 2007.01.02

山形新聞 2007.01.04

毎日新聞 2007.01.05

佐賀新聞 2007.01.05

宮崎日日新聞 2007.01.05

電波新聞 2007.01.08

日刊建設工業新聞 2007.01.09

建設通信新聞 2007.01.15

日刊建設産業新聞 2007.01.15

■月刊・隔月誌

日経エレクトロニクス 2007.01.15

日経ものづくり 2007.01

ザ・ネイバー 2007.01

LOGiN 2007.02

■WEB

Event AD 2006.12.13

impulse 2006.12.13

Kijiji 2006.12.13

NiPPONにぎやか 2006.12.13

onMap地域情報検索エンジン 2006.12.13

REALTOKYO 2006.12.13

イベント情報検索サイト『ぷらぷら』 2006.12.13

お出かけ倶楽部 2006.12.13

たび上手 2006.12.13

びびなび神奈川 2006.12.13

びびなび東京 2006.12.13

港区タウン 2006.12.13

遊び場発掘大作戦 2006.12.13

event-eye 2006.12.14

event-eye i-mode page 2006.12.14

Net Office Nakai Link Page 2006.12.14

So-net　街ログ-原宿・青山・表参道 2006.12.14

WAM NET 2006.12.14

神奈川の瓦版 2006.12.14

千葉の瓦版 2006.12.14

東京の瓦版 2006.12.14

びびなび千葉 2006.12.14

まいぷれ 渋谷・港・目黒版 2006.12.14

まいぷれ 都心版（文京・千代田・中央） 2006.12.14

ふくしチャンネル 2006.12.18

impress Robot Watch 2006.12.20

@nifty 2006.12.21

47news 2006.12.21

BCNランキング 2006.12.21

biglobeニュース 2006.12.21

exciteニュース 2006.12.21

infoseekニュース 2006.12.21

livedoorニュース 2006.12.21

MSNニュース 2006.12.21

sankei web 2006.12.21

yahoo!ニュース 2006.12.21

時事ドットコム 2006.12.21

ふ く チ ャ ン 新 聞　 2006.12.21

asahi.com 2006.12.22

BPnetmail夕刊 2006.12.22

CNET Japan 2006.12.22

gooニュース 2006.12.22

infoseekニュース 2006.12.22

ITpro 2006.12.22

Robot Watch 2006.12.22

web ＢＣＮ 2006.12.22

yahoo!ニュース 2006.12.22

東京新聞 2006.12.22

日経パソコン 2006.12.22

asahi.com 2006.12.24

MSNニュース 2006.12.24

PCオンラインメール 2006.12.25

2007/1/19現在



48　　「今年のロボット」大賞２００６　報告書



「今年のロボット」大賞は、
競輪の補助金を受けて、実施しました。

主　催
経済産業省
（社）日本機械工業連合会
（独）中小企業基盤整備機構
日本経済新聞社

協　力
（財）機械産業記念事業財団
（社）日本ロボット工業会
（社）日本ロボット学会
（社）日本機械学会

事務局
「今年のロボット」大賞事務局
〒106-0045
東京都港区麻布十番3-2-7
リゾーム麻布十番401
TEL.03-5439-4160
FAX.03-5439-4478
E-mail: info@robotaward.jp
HP: http://www.robotaward.jp


